
※邦人被害状況（大使館調べ）

Ａ 6月30日 （月）

※当国新聞掲載事件・事故

① 6月6日 (金)

② 6月10日 (火)

③ 6月10日 (火)

④ 6月17日 (火)

⑤ 6月18日 (水)

⑥ 6月19日 (木)

⑦ 6月19日 (木)

⑧ 6月30日 (月)

殺人 屋外強盗 屋内強盗 屋外窃盗 侵入窃盗 傷害 詐欺 強姦 合計

2 2

2 1 1 4

1 1

1 1

1 1

0

0

3 5 0 0 0 0 0 1 9

・邦人の方が、酔っ払いに暴行を受ける被害に遭われてしまいました。幸い怪我はありませんでしたが、時間帯に関係なく、酔っ払いには近づか

ないよう十分に気をつけてください。

・たくさんの方がモンゴルを訪れる時期となりましたが、スリやひったくり犯にとっても稼ぎ時と言えます。楽しい思い出だけを残せるよう、「多額の

現金は持ち歩かない」、「貴重品は分けて身につける」など、万一の場合に備えた対策を講じておきましょう。

市内（場所特定不能）

合計

【注意事項】

スフバートル区

ソンギノハイルハン区

チンゲルテイ区

ハンオール区

バヤンゴル区

バヤンズルフ区

ソンギノハイルハン区第29ホロー 男性Ｂ（36歳） 男性Ｂ（35歳） 強盗（ドラゴンセンター前で襲われ、携帯電話等を奪われた。）

バヤンゴル区 Ｌ 男性Ｂ（22歳）
強盗（ショッピングセンターで強盗に襲われ、携帯電話の入ったバッ
グを奪われた。）

スフバートル区 女性（18～20歳） 路線バス運転手
交通死亡事故（ウランバートルデパート前バス停で路線バスにはねら
れ死亡した。）

事件発生場所集計（未遂含む）

スフバートル区第８ホロー Ｚ

ハンオール区第８ホロー 男性（25歳） Ｏ（33歳）ら複数 強盗（暴行された上、携帯電話と財布を奪われた。）

ソンギノハイルハン区第５ホロー Ｃ（30歳） Ｂ（34歳） 殺人（飲酒中に仲間と口論になり、ナイフで刺殺された。）

ソンギノハイルハン区 女性（30代） タクシー運転手（50代）
強姦未遂（料金をめぐって運転手と口論になり、運転手からがナイフ
で刺された上、強姦されそうになった。）

スフバートル区第８ホロー 男性（32歳） 男２人
強盗(ウランバートルホテル前の公園で男２人に暴行された上、携帯電
話や現金を奪われた。）

男性Ｂ（24歳）ら複数
強盗（暴行された上、携帯電話とカード類の入ったバッグを奪われ
た。）

事件発生日時 事件発生場所 被害状況

スフバートル区
暴行（午前6時ころ、路上で酔っ払いのモンゴル人に絡まれ、金を要求されたため、これを
断わると腕をつかんだり蹴ったり石を投げたりしながら、数十メートル追いかけられた。）

掲載日(任国新聞） 場所 被害者（性別・年齢） 犯人（性別・年齢） 被害状況

エンフタイワン通り

●
●

ガンダン寺

デパート
●

政府庁舎

●
日本国大使館

アメリカ大使館
●

●
チンギスハンホテル

●相撲宮殿

ウランバートル駅

ソンギノハイルハン区

バヤンゴル区

チンゲルテイ区

スフバートル区

バヤンズルフ区

ハンオール区

６月中のウランバートルにおける邦人被害状況及び当地新聞に掲載された主な事件・事故を地図上に表しています。


